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１）電力の使用 達成見込み 達成 ○ ○ ○ ○ 上浜団地
（前年比91.4%）減
31,556,000　kWh

大 ○ ○ ○ ○ 10 5 50 19 101.70% 49.4915 点 ○ 148.5点 13 13 3 - ○
令和2年度の団地全体のエネルギー実績は、コロナ禍
の影響もあり前年比減少（91.4％）している。

○ ○

２）都市ガスの使用 達成見込み 達成 - - ○ ○ 上浜団地
（前年比96.9%）減
4,539,000　㎥

大 ○ ○ ○ ○ 10 5 50 19 96.70% 49.5165 点 ○ 148.5点 12 12 3 - ○
令和2年度の団地全体のエネルギー実績は、コージェネ
レーションシステムの稼働が安定したため、前年比減少
（96.9％）している。

○ ○

３）プロパンガスの使用 - - - ○ - ○ 研究過程 - 小 ○ ○ ○ ○ 10 1 10 63 100.00% 9.9 点 9.9点 66 87 1 - ○

団地全体のエネルギーに占める学部のプロパンエネル
ギーの占める割合は、極小である。使用量の大半は実
験用である。
構成員により、省エネが進んでいるが、実験回数の増減
に影響がでるが、研究機会の阻害とならないためまた、
影響が小さいと考えられる。

４）A重油の消費 - - - - ○ ○ 施設部 研究室単位　少量使用 小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 12 57 100.00% 11.88 点 ○ 35.64点 41 45 1 - ○

団地全体のエネルギーに占める学部の重油エネルギー
の占める割合は、実績によると1割以下と少ない。また、
学部のボイラーは冬の暖房用のみであり、使用者にお
いて省エネ管理が困難な設備形態である。

△ ○

４）A重油の消費 達成見込み 達成 - - ○ ○ 施設部
（前年比222.2%）増
280　kL

小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 12 57 50.60% 11.93928 点 ○ 35.82点 40 44 1 - ○

団地全体のエネルギーに占める学部の重油エネルギー
の占める割合は、実績によると1割以下と少ない。また、
学部のボイラーは冬の暖房用のみであり、使用者にお
いて省エネ管理が困難な設備形態である。

△ ○

５）灯油の消費 - - ○ - ○ ○
教育研究
(入試時）

（前年比200.0%）増
0.2　kL

小 ○ ○ ○ ○ 10 1 10 63 100.00% 9.9 点 ○ 29.7点 49 58 1 - ○
入試の臨時（補助暖房）用燃料
使用量は団地全体のエネルギー割合において微量であ

△

６）ガソリン、軽油の消費 - - - - ○ ○ 財務部 小 ○ ○ ○ ○ 10 1 10 63 100.00% 9.9 点 9.9点 66 87 1 - ○ 省エネ活動として、公用車の燃料等の管理をしている。

その他）エネルギー使用（電気・ガ
ス・A重油）

令和3年度／達成見込み 基準年比  12.4%減(達成) 0 3 0 98 0.00% 0 点 0点 98 127

１）水道の使用 - - ○ ○ ○ ○ 上浜団地
2年度（前年比85.8%）減
314,000m3／年

大 ○ 3 5 15 41 97.00% 14.8545 点 14.85点 58 76 1 - ○

資源の消費は、コロナ禍の影響もあり構成員が制御可
能な度合いにより、環境側面を判定した。
水の使用は主にトイレ洗浄、手洗い、実験用、冷却水な
どである。また、平成25年度より使用量増加に関して
は、コージェネレーションシステムが補給水を使用するこ

２）井戸水の使用 - - ○ ○ ○ ○ 上浜団地 - 大 ○ ○ ○ 7 5 35 24 100.00% 34.65 点 34.65点 43 47 1 + ○

資源の消費は、構成員が制御可能な度合いにより、環
境側面を判定した。
水の使用は主にトイレ洗浄、手洗い、実験用、冷却水な
どである。平成23年度から稼働する地下水供給プラント
による井水利用で節水効果が出ている。また、トイレは
自動水洗、手洗いは節水コマの採用など設備面で省資
源化を実施している。

○

３）雨水の利用 - - ○ ○ - ○ 看護／ベンチャー - 小 ○ 3 1 3 95 100.00% 2.97 点 2.97点 97 126 1 + ○
資源の消費にプラスの効果はあるが、雨水の利用は少
ない。
構成員による制御形態でない。

総合水使用 - - ○ ○ ○ ○ - - - - 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 5 55 18 0.00% 55 点 ○ 165点 11 11 3 + ○ 平成22年度より総合的に水使用へ評価を切替 ○ － ○

5）紙の使用 達成見込み 達成 ○ ○ ○ ○ 学内全て
2年度（前年比78.8%）減
紙類136,646kg

大 ○ ○ 6 5 30 29 100.10% 29.6997 点 ○ 89.1点 20 20 3 - ○

資源の消費は、コロナ禍の影響と構成員が制御可能な
度合いにより、環境側面を判定した。
紙の使用は、紙類及び再生紙共に減少している。 ○ ○

6）実験、研究用薬品
（毒劇汚物・ＰＲＴＲ試薬、液体窒
素）の使用

- - ○ ○ - ○
教育過程／研究過
程

2年度
（特定化学物質・第二種増加）
特定第一種指定化学物質：
245.3kg
第一種指定化学物質：
2,743.1
第二種指定化学物質：
1.11ｋｇ

大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 5 65 11 100.00% 64.35 点 ○ 193.1点 5 5 3 - ○

資源の消費は、構成員が制御可能な度合いにより、環
境側面を判定した。
第1種指定化学物質および第2種指定化学物質の取扱
量の増減は管理できている。
薬品の使用はＰＲＴＲ法、毒劇物法、危険物など法規制
があり、法令順守が義務つけられる。
使用方法により、人為的な水質汚濁や土壌汚染に顕著
に関連する。
研究えで用いる液体窒素も含める（H29度より）

○ - ○

6）実験、研究用薬品
（毒劇汚物・ＰＲＴＲ試薬、液体窒
素）の使用

- - ○ ○ - ○
教育過程／研究過
程

- 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 5 65 11 100.00% 64.35 点 ○ 193.1点 5 5 3 - ○

資源の消費は、構成員が制御可能な度合いにより、環
境側面を判定した。
第1種指定化学物質および第2種指定化学物質の取扱
量が削減できている。
薬品の使用はＰＲＴＲ法、毒劇物法、危険物など法規制
があり、法令順守が義務つけられる。
使用方法により、人為的な水質汚濁や土壌汚染に顕著
に関連する。

○ - ○

１）風力発電設備 - - - - ○ ○ 上浜団地
令和2年度
（401.1kW）

小 ○ ○ ○ ○ ○ 15 1 15 41 100.00% 14.85 点 ○ 14.85点 59 77 1 + ○
新エネルギーの採用は、教育研究の一環である。
構成員が制御できる度合いは少ない。

△

２）太陽光発電設備 - - - - ○ ○ 上浜団地
令和2年度全学（附属含む）
254kW

小 ○ ○ ○ ○ ○ 15 1 15 41 100.00% 14.85 点 ○ 14.85点 59 77 1 + ○
新エネルギーの採用は、教育研究の一環である。
構成員が制御できる度合いは少ない。

△

３）バイオマス設備 - - - - - ○ 教育研究 - 小 ○ ○ ○ ○ ○ 15 1 15 41 100.00% 14.85 点 14.85点 59 77 1 + ○
新エネルギーの採用は、教育研究の一環である。
構成員が制御できる度合いは少ない。

４）エネルギー複合化設備
　風力／バイオエタノール　等

- - - - - ○ 教育研究 - 小 ○ ○ ○ ○ ○ 15 1 15 41 100.00% 14.85 点 14.85点 59 77 1 + ○
新エネルギーの採用は、教育研究の一環である。
構成員が制御できる度合いは少ない。

１）可燃物 達成見込み 達成 ○ ○ ○ ○ 学内全て
2年度（前年比84.2%）減
311.5トン

大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 5 80 3 107.30% 79.1416 点 ○ 237.4点 4 4 3 - ○

廃棄物の排出は資源の消費と密接に関係する環境側
面であり、コロナ禍の影響もあり構成員が制御可能な度
合いにより、影響評価を判定した。可燃物の減量は、環
境負荷の低減に貢献できる側面である。紙の古紙リサ
イクルシステムの導入により削減傾向である。

○ ○ ○

２）不燃物 達成見込み 達成 ○ ○ ○ ○ 学内全て
2年度（前年比105.3%）増
21.9トン

大 ○ ○ ○ ○ 12 5 60 13 106.20% 59.3628 点 ○ 178.1点 10 10 3 - ○

廃棄物の排出は資源の消費と密接に関係する環境側
面であり、構成員が制御可能な度合いにより、影響評価
を判定した。リサイクル資源の活用として、分別収集が
環境負荷の低減に貢献できる。
構成員による制御が可能が可能な側面である。

○ ○ ○

３）産業廃棄物 - - ○ ○ ○ ○ 学内全て

2年度
廃プラスチック等：447.1トン（前
年比35.9%）減
感染性廃棄物：315.7トン（前年
比100.9%）増

大 ○ ○ ○ ○ 8 5 40 22 124.40% 39.5024 点 ○ 118.5点 15 15 3 - ○

廃棄物の排出は資源の消費と密接に関係する環境側
面であり、コロナ禍の影響もあり構成員が制御可能な度
合いにより、影響評価を判定した。構成員による制御が
可能な側面である。また、法令による順守が義務づけら
れており、適切な処分が必要である。

○ ○ ○

４）廃プラスチック - - ○ ○ ○ ○ 学内全て

2年度
廃プラスチック等：447.1トン（前
年比35.9%）減
感染性廃棄物：315.7トン（前年
比100.9%）増

大 ○ ○ ○ 7 5 35 24 0.00% 35 点 ○ 105点 17 17 3 - ○

廃棄物の排出は消費の消費と密接に関係する環境側
面であり、コロナ禍の影響もあり構成員が制御可能な度
合いにより、影響評価を判定した。構成員による制御が
可能な側面であるが、紙の使用量削減からの副次的側
面であり、度合いは低い。

○ ○ ○

５）古紙類 達成見込み 達成 ○ ○ ○ ○ 学内全て
2年度（前年比93.4%）減
80.8トン

大 ○ ○ ○ ○ ○ 15 5 75 9 128.90% 74.03325 点 ○ 74.03点 25 25 2 - ○

廃棄物の排出は消費の消費と密接に関係する環境側
面であり、コロナ禍の影響もあり構成員が制御可能な度
合いにより、影響評価を判定した。構成員による制御が
可能な側面であるが、紙の使用量削減からの副次的側
面であり、度合いは低い。

△ ○ ○

６）アスベスト廃棄物 - - - - ○ ○
附属病院（機械室など）
28年度含めすべて処分完了

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 15点 53 71 1 - ○
アスベストの廃棄物は病院解体と共に除去処分、撤去
工事が平成28年度に既に完了。

△

７）水銀使用製品の廃棄物 ‐ - - - ○ ○ 学内 - 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 5 60 13 60 点 ○ 180点 7 7 3 - ○

使用済みの蛍光管廃棄に関して、法整備された「水銀
使用製品廃棄物」の内、大学の使用が多い、「水銀電
池」、「蛍光ランプ」、「HIDランプ（高輝度放電ランプ）」
の廃棄は適正に管理（すべて分別し、電池は絶縁処
理、蛍光管等は破損の防止）して廃棄処分業者に引き
渡す。
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活
動

区
分

１）生活排水処理施設 - - ○ ○ ○ ○ ○
上浜団地
（病院除く）

2年度（前年比106.7％）増
560,000m3

中 ○ ○ ○ ○ ○ 13 3 39 23 94.30% 38.63223 点 ○ 115.9点 16 16 3 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
排水処理施設は適正な維持管理を行う必要がある。
放流水の水質異常が直接環境に影響を与える。

○ - ○ ○

２）焼却炉（ダイオキシン）の運転 - - - - - ○ －
排ガス-mg-TEQ/m3N
飛灰　－
焼却灰　検出なし

小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 1 13 52 13 点 ○ 39点 33 37 2 - ○

平成26年度より総合地ボイラーの運転を停止したため、
報告設備がなくなった。
環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。

△

２）焼却炉（ダイオキシン）の運転 - - - - - ○ － - 小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 1 13 52 13 点 ○ 39点 33 37 2 - ○

平成26年度より総合地ボイラーの運転を停止したため、
報告設備がなくなった。
環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。

△

２）焼却炉（ダイオキシン）の運転 - - - - - ○ － - 小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 1 13 52 13 点 ○ 39点 33 37 2 - ○

平成26年度より総合地ボイラーの運転を停止したため、
報告設備がなくなった。
環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。

△

３）ボイラーの運転 - - - - - ○ － - 小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 1 13 52 13 点 ○ 39点 33 37 2 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
ボイラーの運転は適正な運転管理を行う必要がある。
重油の使用量は全体のエネルギーに占める割合は少な
いが、法令に基づく管理が必要である。

△ ○

３）ボイラーの運転 - - - - - ○ － - 小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 1 13 52 13 点 ○ 39点 33 37 2 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
ボイラーの運転は適正な運転管理を行う必要がある。
重油の使用量は全体のエネルギーに占める割合は少な
いが、法令に基づく管理が必要である。

△ ○

４）グリーン購入・調達 - - - - ○ ○
財務部
施設部

2年度調達量（21分野）
紙類136,646.0 kg
文具類71,126 個
オフィス家具等2,893 個
画像機器等611台（消耗品除
く）
電子計算機等2,180 台（消耗
品除く）
オフィス機器等154台（消耗品
除く）
移動電話103 台
家電製品172 台
ｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ等44 台
温水器等12 台
照明3,988 本
自動車等2 台
タイヤ0 本
ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ0 L
消化器5 本
制服・作業服520 点
インテリア類397,012 枚
作業手袋437 組
その他繊維製品695 点
設備0 個
災害備蓄用品5,195 個
役務1,701 件
ごみ袋等73 158 袋

大 ○ ○ ○ 7 5 35 24 35 点 ○ 105点 17 17 3 + ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
グリーン購入法は環境配慮を積極的に行うプラス面の
側面である。
構成員の日常活動における度合いは少ない。

○ - ○

５）排風機・送風機の運転 - - ○ ○ ○ ○ 学内全て - 小 ○ ○ ○ 3 1 3 95 3 点 ○ 9点 68 89 1 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動における関連度合いは少ない。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△ ○

５）排風機・送風機の運転 - - ○ ○ ○ ○ 学内全て - 小 ○ ○ ○ 3 1 3 95 3 点 ○ 9点 68 89 1 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動における関連度合いは少ない。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△ ○

６）業務用空調機の冷媒
　（フロン排出抑制法）

- - ○ ○ ○ ○ 学内全て - 中 ○ ○ 6 3 18 37 18 点 ○ 54点 27 29 2 - ○

平成27年4月より「改正フロン法」の施行が開始。学内に
て簡易調査と定期調査を実施。
環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動におけるは大きくなった。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△ ○

６）業務用冷蔵機・冷凍機の冷媒
　（フロン排出抑制法）

- - ○ ○ ○ ○ 学内全て - 中 ○ ○ 6 3 18 37 18 点 ○ 54点 27 29 2 - ○

平成27年4月より「改正フロン法」の施行が開始。学内に
て簡易調査と定期調査を実施。
環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動におけるは大きくなった。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△ ○

８）PCBの保管 - - - - ○ ○ 施設部

令和1年度
・高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ：0kg
・柱上変圧器（低濃度）：0kg
・ｺﾝﾃﾞﾝｻ(3kg以上)(低濃度）：
0kg、
・ｺﾝﾃﾞﾝｻ(3kg未満)：6.2kg、
・蛍光灯安定器：12.6kg
・変圧器油(トランス油)(低濃
度）：0ｋｇ
・ドラム缶：0kg
・ウェスほか：0kg
・ウェスほか(低濃度）：0kg
・金属製ポンプ(低濃度）：0kg
・複合汚染物：128.6kg

小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 12 57 12 点 ○ 36点 38 42 1 - ○

文部科学省の指示により使用する実験機器の含有PCB
を調査を行い令和2年度対応を行った。しかし、令和3年
度もPCB保管が発見され処理の対応を行っている。

△

８）PCBの保管 - - - - ○ ○ 施設部

令和1年度
・高圧ｺﾝﾃﾞﾝｻ：0kg
・柱上変圧器（低濃度）：0kg
・ｺﾝﾃﾞﾝｻ(3kg以上)(低濃度）：
0kg、
・ｺﾝﾃﾞﾝｻ(3kg未満)：6.2kg、
・蛍光灯安定器：12.6kg
・変圧器油(トランス油)(低濃
度）：0ｋｇ
・ドラム缶：0kg
・ウェスほか：0kg
・ウェスほか(低濃度）：0kg
・金属製ポンプ(低濃度）：0kg
・複合汚染物：128.6kg

小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 12 57 12 点 ○ 36点 38 42 1 - ○

文部科学省の指示により使用する実験機器の含有PCB
を調査を行い令和2年度対応を行った。しかし、令和3年
度もPCB保管が発見され処理の対応を行っている。

△
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活
動

区
分

有機溶剤：１・２-ジクロルエチレン
（別名　二塩化アセチレン）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：二硫化炭素 - - - ○ - ○ 2研究室
二硫化炭素
960 ml
0 g

小 ○ ○ ○ ○ 6 1 6 67 6 点 ○ 6点 71 97 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：アセトン - - - ○ - ○ 51研究室
アセトン
441108 ml
63284 g

大 ○ ○ ○ 5 5 25 35 25 点 ○ 25点 50 59 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：イソブチルアルコール - - - ○ - ○ 1研究室
イソブチルアルコール
12 ml
0 g

小 ○ ○ ○ ○ 6 1 6 67 6 点 ○ 6点 71 97 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：イソプロピルアルコー
ル

- - - ○ - ○ 44研究室
イソプロピルアルコール
130822 ml
489.2 g

大 ○ ○ ○ ○ 6 5 30 29 30 点 ○ 30点 44 51 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：イソペンチルアルコー
ル（別名　イソアミルアルコール）

- - - ○ - ○ 4研究室

"イソペンチルアルコール(イソ
アミルアルコール)"
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○

excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：エチルエーテル - - - ○ - ○ 25研究室
エチルエーテル
258016 ml
3715 g

中 ○ ○ ○ 5 3 15 41 15 点 ○ 15点 53 71 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：エチレングリコールモノ
エチルエーテル（別名　セロソル
ブ）

- - - ○ - ○ 2研究室

エチレングリコールモノメチル
エーテル
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ ○ 6 1 6 67 6 点 ○ 6点 71 97 1 - ○

excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：エチレングリコールモノ
エチルエーテルアセテート（別名
セロソルブアセテート）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：エチレングリコールモノ
-ノルマル-ブチルエーテル（別名
ブチルセロソルブ）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：エチレングリコールモノ
メチルエーテル（別名　メチルセロ
ソルブ）

- - - ○ - ○ 使用なし
メチルセロソルブ
60 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：オルト-ジクロルベンゼ
ン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：キシレン - - - ○ - ○ 27研究室
キシレン
401218 ml
3076.6 g

中 ○ ○ ○ ○ 6 3 18 37 18 点 ○ 18点 52 70 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：クレゾール - - - ○ - ○ 2研究室
クレゾール
72 ml
0 g

小 ○ ○ ○ ○ 6 1 6 67 6 点 ○ 6点 71 97 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：クロルベンゼン - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：酢酸イソブチル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ ○ 8 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：酢酸イソプロピル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ ○ 8 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：酢酸イソペンチル（別
名　酢酸イソアミル）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：酢酸エチル - - - ○ - ○ 17研究室
酢酸エチル
207600 ml
11326 g

中 ○ ○ ○ 5 3 15 41 15 点 ○ 15点 53 71 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：酢酸ノルマル-ブチル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：酢酸ノルマル-プロピル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：酢酸ノルマル-ペンチ
ル（別名　酢酸ノルマル-アミル）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：酢酸メチル - - - ○ - ○ 1研究室
酢酸メチル
12 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：シクロヘキサノール - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：シクロヘキサノン - - - ○ - ○ 1研究室
シクロヘキサン
0 ml
0 g

小 ○ ○ 4 1 4 88 4 点 ○ 4点 91 117 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：Ｎ・Ｎ-ジメチルホルム
アミド

- - - ○ - ○ 7研究室
Ｎ・Ｎ-ジメチルホルムアミド
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ ○ 6 1 6 67 6 点 ○ 6点 71 97 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：テトラヒドロフラン - - - ○ - ○ 14研究室
テトラヒドロフラン
50530 ml
2600 g

中 ○ ○ ○ 5 3 15 41 15 点 ○ 15点 53 71 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：１・１・１-トリクロルエタ
ン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ ○ 8 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：トルエン - - - ○ - ○ 9研究室
トルエン
4080 ml
384 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：ノルマルヘキサン - - - ○ - ○ 22研究室
ノルマルヘキサン
167650 ml
26120 g

中 ○ ○ 4 3 12 57 12 点 ○ 12点 63 81 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：１-ブタノール - - - ○ - ○ 7研究室
1-ブタノール
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：２-ブタノール - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ ○ 6 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：メタノール - - - ○ - ○ 67研究室
メタノール
586500 ml
24411.2 g

大 ○ ○ ○ 5 5 25 35 25 点 ○ 25点 50 59 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：メチルエチルケトン - - - ○ - ○ 1研究室
メチルエチルケトン
1200 ml
0 g

小 ○ ○ ○ ○ 8 1 8 66 8 点 ○ 8点 70 91 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

有機溶剤：メチルシクロヘキサ
ノール

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：メチルシクロヘキサノン - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

有機溶剤：メチル-ノルマル-ブチ
ルケトン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第一類：ジクロルベンジジ
ン及びその塩

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第一類：アルファ-ナフチル
アミン及びその塩

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第一類：塩素化ビフェニル
（別名PCB）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第一類：オルト-トリジン及
びその塩

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第一類：ジアニシジン及び
その塩

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第一類：ベリリウム及びそ
の化合物

- - - ○ - ○ 1研究室
ベリリウム及びその化合物
0 ml
0 g

小 ○ ○ 4 1 4 88 4 点 ○ 4点 91 117 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第一類：ベンゾトリクロリド - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：アクリルアミド - - - ○ - ○ 27研究室
アクリルアミド
600 ml
0 g

中 ○ ○ 4 3 12 57 12 点 ○ 12点 63 81 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：アクリロニトリル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：アルキル水銀化
合物（アルキル基がメチル基又は
エチル基である物に限る。）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：エチレンイミン - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：エチレンオキシド - - - ○ - ○ 1研究室
エチレンオキシド
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：塩化ビニル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：塩素 - - - ○ - ○ 1研究室
塩素
3600 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：オーラミン - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：オルト-フタロジニ
トリル

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：カドミウム及びそ
の化合物

- - - ○ - ○ 使用なし
カドミウム及びその化合物
0 ml
0 g

無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○
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実施日 2022/3/1 実施日 2022/3/1 実施日 2022/3/1

活
動

区
分

特化物第二類：クロム酸及びその
塩

- - - ○ - ○ 使用なし
クロム酸及びその塩
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：クロロホルム - - - ○ - ○ 45研究室
クロロホルム
122276.4 ml
0 g

大 ○ ○ ○ ○ 6 5 30 29 30 点 ○ 30点 44 51 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：クロロメチルメチ
ルエーテル

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：五酸化バナジウ
ム

- - - ○ - ○ 1研究室
五酸化バナジウム
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：コールタール - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：酸化プロピレン※
新規（重量の１％を超えて含有す
るものに限る）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：シアン化カリウム - - - ○ - ○ 1研究室
シアン化カリウム
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：シアン化水素 - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：シアン化ナトリウ
ム

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：四塩化炭素 - - - ○ - ○ 使用なし
四塩化炭素
0 ml
0 g

無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：１・４-ジオキサン - - - ○ - ○ 9研究室
１・４-ジオキサン
0 ml
0 g

小 ○ ○ 4 1 4 88 4 点 ○ 4点 91 117 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：１・２ージクロルエ
タン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：三・三-ジクロロ-
四・四-ジアミノジフェニルメタン
（別名　二塩化メチレン）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：１・２ージクロルプ
ロパン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：ジクロルメタン - - - ○ - ○ 16研究室
ジクロルメタン
291600 ml
0 g

中 ○ ○ ○ 5 3 15 41 15 点 ○ 15点 53 71 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：一・一-ジメチルヒ
ドラジン※新規（重量の１％を超え
て含有するものに限る）

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：臭化メチル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：重クロム酸及びそ
の塩

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：水銀及びその無
機化合物（硫化水銀を除く。）

- - - ○ - ○ 使用なし
水銀及びその無機化合物
0 ml
0 g

無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：スチレン - - - ○ - ○ 使用なし
スチレン
0 ml
0 g

無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：１・１・２・２－テトラ
クロルエタン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：テトラクロルエチレ
ン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：トリクロルエチレン - - - ○ - ○ 1研究室
トリクロルエチレン
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：トリレンジイソシア
ネート

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：ニッケル化合物
（粉状の物に限る。）

- - - ○ - ○ 4研究室
ニッケル化合物
0 ml
0 g

小 ○ ○ ○ ○ 6 1 6 67 6 点 ○ 6点 71 97 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：ニッケルカルボニ
ル

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：ニトログリコール - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：パラ-ジメチルアミ
ノアゾベンゼン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：パラ-ニトロクロル
ベンゼン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：砒素及びその化
合物（アルシン及び砒化ガリウム
を除く。）

- - - ○ - ○ 1研究室
砒素及びその化合物
0 ml
0 g

小 ○ ○ 4 1 4 88 4 点 ○ 4点 91 117 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：弗化水素 - - - ○ - ○ 3研究室
弗化水素
3600 ml
0 g

小 ○ ○ 4 1 4 88 4 点 ○ 4点 91 117 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：ベータ-プロピオラ
クトン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：ベンゼン - - - ○ - ○ 4研究室
ベンゼン
252600 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：ペンタクロルフェ
ノール（別名PCP）及びそのナトリ

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：ホルムアルデヒド - - - ○ - ○ 43研究室
ホルムアルデヒド
247686 ml
0 g

大 ○ ○ ○ ○ 6 5 30 29 30 点 ○ 30点 44 51 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：マゼンタ - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：マンガン及びその
化合物（塩素性酸化マンガンを除
く。）

- - - ○ - ○ 3研究室
マンガン及びその化合物
0 ml
0 g

小 ○ ○ 4 1 4 88 4 点 ○ 4点 91 117 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：メチルイソブチル
ケトン

- - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：沃化メチル - - - ○ - ○ 使用なし － 無し ○ ○ 4 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

特化物第二類：硫化水素 - - - ○ - ○ 2研究室
硫化水素
3600 ml
0 g

小 ○ ○ ○ 5 1 5 74 5 点 ○ 5点 78 104 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

特化物第二類：硫酸ジメチル - - - ○ - ○ 使用なし
硫酸ジメチル
0 ml
0 g

無し ○ ○ ○ 5 0 0 98 0 点 ○ 0点 98 127 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより
転機。

△ ○

粉じん - - - ○ - ○ 5研究室 数量把握なし 小 ○ ○ ○ ○ 6 1 6 67 6 点 ○ 6点 71 97 1 - ○
excelファイル：作業環境測定対象室一覧の「研究室一
覧」シート、「有機一覧」シート、「特化物一覧」シートより

△ ○

1）実験廃液の処分 - - - - ○ ○
国際環境教育研究セ
ンター
環境保全部門

令和2年度
水銀廃液　31 L
シアン廃液　51 L
重金属系廃液　2,770 L
ﾌｯ素ﾎｳ素ﾘﾝ酸　201 L
難燃性廃液　577 L
ハロゲン廃液 421 L
可燃性廃液　2,706 L
写真定着液　20 L
有害固型廃棄物　258 kg

中 ○ ○ ○ ○ ○ 11 3 33 28 33 点 ○ 99点 19 19 3 - ○

実験廃液の処分は適正な使用管理を行う必要がある。
産業廃棄物として法規制がある。一括処理を行ってお
り、運用管理で対応する。

○ ○

2）高圧ガス - - ○ ○ - ○
教育過程／研究過
程

－ 小 ○ ○ 4 1 4 88 4 点 ○ 12点 63 81 1 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動における関連度合いは少ない。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△ ○

3）危険物の貯蔵 - - ○ ○ - ○
教育過程／研究過
程

－ 中 ○ ○ ○ 5 3 15 41 15 点 ○ 45点 31 34 2 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動における関連度合いは少ない。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△ ○

3）危険物の貯蔵 - - ○ ○ - ○ ○
教育過程／研究過
程

－ 中 ○ ○ ○ 5 3 15 41 15 点 ○ 45点 31 34 2 - ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動における関連度合いは少ない。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△ ○

状況：定常・・・事業活動が通常状態の場合/非定常・・・事業活動が通常と異なる時、管理値の異常値/事故・緊急時・・・災害（地震、津波、洪水等）や人災（火災、爆発等）が起きた時
4 / 5 ※赤文字は変更箇所及び追加項目



大 ○
中
小

環境影響登録簿 無し

第14版 手入力 自動転記 自動計算 自動計算 自動計算

令和3年度
達成見込み

令和2年度
達成度

目標達成
状況

（12月見込み）

達成
達成見込み
未達成状態
対象なし：－

目標達成
状況

（結果）

達成
未達成

対象なし：－

教
育

研
究

業
務

主な使用(消費）
発生(排出）場所

（MU-R-6.1.2-4　環
境側面ﾃﾞｰﾀｼｰﾄより
転記）

環境・SDGs報告書2021　より
（MU-R-6.1.2-4
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１）ゴミの分別 達成見込み 達成 ○ ○ ○ ○ 学内全て － 大 ○ ○ ○ ○ 12 5 60 13 100.00% 59.4 点 ○ 178.2点 9 9 3 + ○ 学内5分類の分別 ○ ○ ○

２）キャンパスクリーン（清掃等） - - - - ○ ○ 学内全て － 大 ○ ○ ○ ○ 10 5 50 19 50 点 ○ 50点 30 32 2 + ○ キャンパスクリーン作成の定期実施 △ ○
３）キャンパスグリーン（保護・緑
化）

- - - - ○ ○ SDGｓ目標・アイデア － 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 5 80 3 80 点 ○ 80点 21 21 2 + ○ キャンパス内の樹木の保全・育成（存在量を増やす） △ ○

4）放置自転車対策 - - - - ○ ○ 学務部 － 大 ○ ○ 6 5 30 29 30 点 ○ 30点 44 51 1 - ○
放置自転車の削減（学内リサイクル自転車のシステム
の活用）

△ ○

4）放置自転車対策 - - - - ○ ○ 学務部 － 大 ○ ○ 6 5 30 29 30 点 ○ 30点 44 51 1 - ○ 放置自転車の削減 △ ○

5）自動車通勤対策 - - ○ ○ ○ ○ 全学全て － 大 ○ ○ ○ 7 5 35 24 35 点 ○ 35点 42 46 1 - ○ 学内駐車場のアイドリングストップ啓発 △

１）新築 - - - - ○ ○ 施設部 － 小 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 1 17 40 17 点 ○ 51点 29 31 2 + ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動における関連度合いは少ない。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

△

２）改修・修理 - - - - ○ ○ 施設部 － 中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 3 60 13 60 点 ○ 180点 7 7 3 + ○

環境規制に関する評価は、量の大小に関わらず、法規
制の順守が必要である。
構成員の日常活動における関連度合いは少ない。
適切な維持管理が必要であるが、運用面で実施。

○ ○

１）教養教育における環境教育 達成 達成 ○ - - ○ 教育部門 － 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 5 80 3 100.00% 79.2 点 ○ 237.6点 2 2 3 + ○ 環境教育の実施は、大学として積極的に実施をしてい
く

○ ○

２）学内外環境教育プロジェクトへ
の支援と連携

達成 達成 ○ - - ○ 教育部門 － 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 5 110 2 100.00% 108.9 点 ○ 326.7点 1 1 3 + ○
環境教育の実施は、大学として積極的に実施をしてい
く。

○ ○

３）科学的地域環境人材(SciLets）事
業（学生対象）

達成 達成 ○ - - ○
教育部門
SciLets部門

－ 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 5 80 3 100.00% 79.2 点 ○ 237.6点 2 2 3 + ○
環境教育の実施は、大学として積極的に実施をしてい
く。

○ ○

１）重点課題の環境研究実施を奨
励する

達成 達成 - ○ - ○
ｽﾏｰﾄｷｬﾝﾊﾟｽ部門／
研究部門

－ 大 ○ ○ ○ ○ ○ 15 5 75 9 100.00% 74.25 点 ○ 74.25点 24 24 2 + ○
環境研究の調査は、大学として積極的に実施をしてい
く。 △ ○

２）環境分野の次期重点テーマに
向けた調査

達成 達成 - ○ - ○ 研究部門 － 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 5 125 1 100.00% 123.75 点 ○ 123.8点 14 14 3 + ○
環境研究の調査は、大学として積極的に実施をしてい
く。 ○ ○

１）三重大学独自の環境主軸の
USR規範の検討と確率

達成 達成 - - ○ ○
国際環境教育研究セ
ンター
環境ISO推進部門

－ 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 5 80 3 100.00% 79.2 点 ○ 79.2点 22 22 2 + ○
地域社会との連携は重要課題である。

△ ○

２）キャンパス及びその周辺地域
社会と学生のコミュニケ-ション力
強化

達成 達成 - - ○ ○
国際環境教育研究セ
ンター
環境ISO推進部門

－ 大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 5 80 3 100.00% 79.2 点 ○ 79.2点 22 22 2 + ○
地域社会との連携は重要課題である。

△ ○

3）キャンパスの地域活用促進
（キャンパスツアー・地域向けイベ
ント開催）

- ‐ - - ○ ○ 学内 － 中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 3 57 17 100.00% 56.43 点 ○ 56.43点 26 28 2 + ○
キャンパスの地域利用への開放（アフターコロナを見据
えて：キャンパスエコ（SDGｓ）ツアー） △ ○

１２　業者の学内活動(利害関係者）　以下は、利害関係者分のみで点数集計　※　平成26年1月から調査対象変更

労働者・学生健康診断等 17，3 - - - - ○ ○
公益財団法人三重
県健康管理事業セン

職員健康診断、学生健康診断
業務

中 ○ 1 3 3 28 3 点 3点 28 124 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12，7 - - - - ○ ○
イー・ダブリュ・エス株
式会社

e-learningシステムの開発、保
守

小 ○ ○ ○ 7 1 7 22 7 点 7点 22 92 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12 - - - - ○ ○ 株式会社エスト
チラシ、パンフレット制作
ホームページ制作
動画撮影

小 ○ ○ ○ 7 1 7 22 7 点 7点 22 92 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12，7 - - - - ○ ○ 東洋電機株式会社

電子計算機を始めとしたICT機
器・ソリューションの提案・販売
及び一切の付帯作業プロジェ
クタを始めとした映像音響機
器・ソリューションの提案・販売
及び一切の付帯作業

小 ○ ○ ○ ○ 10 1 10 21 10 点 10点 21 86 1 - ○

利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12 - - - - ○ ○ 有限会社マコト
事務用品・スチール家具・OA
機器の販売及び付帯する業務

小 ○ ○ ○ 7 1 7 22 7 点 7点 22 92 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入
17，14，12，３，
2

- - - - ○ ○
三重大学生活協同
組合

大学内における生協購買・食
堂の営業　…学生・教職員へ
の商品・サービスの販売提供、
食堂での食事販売提供。

大 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 5 70 1 70 点 70点 1 26 1 - ○

利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，4 - - - - ○ ○ 株式会社カーク
研究用試薬、理化学用機器の
販売

中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12 - - - - ○ ○ 株式会社　誠文社
什器備品搬入設置・内装工
事・サイン工事

中 ○ ○ 4 3 12 19 12 点 12点 19 81 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12 - - - - ○ ○
富士通Ｊａｐａｎ株式
会社

コンピュータシステム及びネット
ワークシステムの提案及び導
入・設置・システム構築、ハード
／ソフト／システム運用保守を
実施しております。

小 ○ ○ ○ 7 1 7 22 7 点 7点 22 92 1 - ○

利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

人材派遣業務 17，8 - - - - ○ ○
株式会社サンキュー
ト

大学・病院内への労働者派遣 中 ○ 1 3 3 28 3 点 3点 28 124 1 - ○ 利害関係者の環境活動の把握・影響の予測 利害関係△ ○

事務システム保守業務 17，12 - - - - ○ ○ 情報制御株式会社

1.三重大学評価システムの企
画・運用管理支援業務
2.広報室に係る情報コンテンツ
の企画・立案および運用管理
支援業務
3.ウェブシラバスシステムの運
用管理支援業務

小 ○ ○ ○ 7 1 7 22 7 点 7点 22 92 1 - ○

利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

建物清掃請負業務 17，12，7 - - - - ○ ○
株式会社 中央保健
工業社

建物内の床面を中心とした日
常清掃及び定期清掃

大 ○ ○ ○ 9 5 45 4 45 点 45点 4 34 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

機器・設備・装置等保守業務 17，13，12，7 - - - - ○ ○ 東邦ガス株式会社
・空調機（ガスヒートポンプエア
コン）の修繕
・ガス配管工事

大 ○ ○ ○ ○ 12 5 60 2 60 点 60点 2 27 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

機器・設備・装置等保守業務 17，12，7 - - - - ○ ○ 日本電子株式会社
理科学機器の納⼊及び保守、
点検業務

中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12 - - - - ○ ○ 穂高電子株式会社
電子計測器、コンピュータ関連
機器、観測・画像関連機器、試
験機の販売

中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物品・サービス納入 17，12，４ - - - - ○ ○
株式会社八神製作
所

医療機器、健康開発機器、福
祉用具、理化学機器及び病院
設備機器の販売

中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

物販 17，12，４ - - - - ○ ○ オザワ科学株式会社
理科学機器の販売
（エネルギーの使用なし）

中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

納品、商談 17，12，４ - - - - ○ ○ 理科研株式会社 理化学機器及び試薬の販売業 中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○ 利害関係者の環境活動の把握・影響の予測 利害関係△ ○

電気工事 17，13，12，7 - - - - ○ ○ シバ電工 電気機器東雄の電源工事 中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○ 利害関係者の環境活動の把握・影響の予測 利害関係△ ○

その他の業務 17，13，12，7 - - - - ○ ○ 株式会社　栄屋理化
実験・臨床検査用機器・機材
の販売・修理・保守

中 ○ ○ ○ ○ 10 3 30 8 30 点 30点 8 51 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

その他の業務 17，13，12，7 - - - - ○ ○ 谷建設 株式会社
新築工事（三重大学（病）多用
途型トリアージスペース新営そ
の他工事）

中 ○ ○ ○ 7 3 21 11 21 点 21点 11 62 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

その他の業務 17，12，7 - - - - ○ ○
日本ファシリオ株式
会社

基幹環境整備、既設建物改修
電気設備工事

中 ○ ○ ○ ○ 10 3 30 8 30 点 30点 8 51 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

その他の業務 17，12，7 - - - - ○ ○
株式会社宇戸平工
務店

建物修繕、補修、新築等 中 ○ ○ 4 3 12 19 12 点 12点 19 81 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

その他の業務 17，13，12，7 - - - - ○ ○ 閑林工業株式会社

給排水給湯衛生器具、消火、
ガス設備工事
空調、換気、自動制御設備工
事

中 ○ ○ ○ ○ ○ 11 3 33 5 33 点 33点 5 48 1 - ○

利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

その他の業務 17，12，7 - - - - ○ ○ 株式会社 岸田建設 建設修繕工事 中 ○ ○ ○ ○ 8 3 24 10 24 点 24点 10 61 1 - ○ 利害関係者の環境活動の把握・影響の予測 利害関係△ ○

その他の業務 17，13，12，7 - - - - ○ ○
株式会社シーエナ
ジー

エネルギーサービスの提供
（自家用発電機で発電した電
力の供給および、空調に使用
する冷温水の供給、太陽光・
風力発電設備による省エネル

中 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 3 48 3 48 点 48点 3 33 1 - ○

利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

その他の業務 17，7 - - - - ○ ○
中部電力ミライズ株
式会社

電気の供給
（エネルギーの使用なし）

小 ○ ○ 4 1 4 27 4 点 4点 27 117 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

その他の業務 17，13，12，7 - - - - ○ ○
有限会社ティー・エ
ム・シー

給排水衛生設備・空調設備等
の取付、撤去、修繕等

中 ○ ○ ○ ○ ○ 11 3 33 5 33 点 33点 5 48 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

建設工事 17，13，12，7 - - - - ○ ○ 田山建設株式会社
建物(内、外)の営繕工事
土木工事(一般)

中 ○ ○ ○ ○ ○ 11 3 33 5 33 点 33点 5 48 1 - ○
利害関係者の環境活動の把握・影響の予測

利害関係△ ○

環境側面調査数 155 184 学内適用範囲分 8 7 6 111 10 12 ○ 20 19 118 6
利害関係者分 0 0 0 29 0 0 0 0
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状況：定常・・・事業活動が通常状態の場合/非定常・・・事業活動が通常と異なる時、管理値の異常値/事故・緊急時・・・災害（地震、津波、洪水等）や人災（火災、爆発等）が起きた時
5 / 5 ※赤文字は変更箇所及び追加項目


